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ひ
ょ
う
ご
ま
ち
な
み

ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー
㏌
明
石
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「
ひ
ょ
う
ご
ま
ち
な
み
ガ
ー
デ
ン

シ
ョ
ー
㏌
明
石
」
で
行
わ
れ
た
「
２

０
２
１
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
ペ
・
ひ
ょ
う

ご
」
で
９
月
２６
日
に
市
内
か
ら
次
の

皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
（
敬
称

略
。
５０
音
順
）。

【
写
真
部
門
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

職
場
）】
▽
県
議
会
議
長
賞
&
寺
本

自
治
会

華
の
部
（
下
写
真
）
▽
神

戸
新
聞
社
賞
&
あ
じ
さ
い
キ
ラ
ラ
ク

ラ
ブ
▽
県
園
芸
・
公
園
協
会
理
事
長

賞
&
フ
ラ
ワ
ー
リ
ー
ダ
ー
同
好
会

和
、
フ
ラ
ワ
ー
リ
ー
ダ
ー
同
好
会
８

期
生
。

【
写
真
部
門
（
学
園
）】
▽
県
園

芸
・
公
園
協
会
理
事
長
賞
&
学
校
法

人

野
間
幼
稚
園
。

【
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
】
▽

県
園
芸
・
公
園
協
会
理
事
長
賞
&
中

野
眞
由
美
。

【
単
鉢
コ
ン
テ
ス
ト
】
▽
審
査
員

特
別
賞
&
岡
田
眞
理
子
、
岡
本
成

美
。

◆
第
３１
回
全
国
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ

ン
ク
ー
ル
で
受
賞

市
内
か
ら
次
の

皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
（
敬
称

略
）。【花

の
ま
ち
づ
く
り
奨
励
賞
（
団

体
）】
寺
本
自
治
会

華
の
部
。

【
入
選
（
団
体
）】
フ
ラ
ワ
ー
リ

ー
ダ
ー
同
好
会
８
期
生
。

【
特
別
賞
】
▽
団
体
&
フ
ラ
ワ
ー

リ
ー
ダ
ー
同
好
会
８
期
生
▽
個
人
&

髙
見
尚
子
。

市

政

見
る
聞
く

審
議
会
な
ど

を
開
催

◆
第
１
回
市
都
市
計
画
審
議
会

１１

月
５
日
㈮
午
前
９
時
半
、
市
役
所
議

会
棟
３
階
の
議
員
総
会
室
で
。

議
題
は
「
阪
神
間
都
市
計
画
生
産

緑
地
地
区
（
伊
丹
市
決
定
）
の
変
更

に
つ
い
て
【
諮
問
】」、「
特
定
生
産

緑
地
の
指
定
に
つ
い
て
【
諮
問
】」、

「
伊
丹
市
用
途
地
域
等
見
直
し
基
本

方
針
に
つ
い
て
【
報
告
】」。

定
員
５
人
。
傍
聴
希
望
者
は
当
日

午
前
９
時
ま
で
に
直
接
、
会
場
へ
。

希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
市
都
市
計
画
課
!

７８４
・
８
０
６

７
。

◆
第
４
回
市
人
権
教
育
・
啓
発
施
策

審
議
会

１１
月
１９
日
㈮
午
後
３
時
、

市
役
所
議
会
棟
３
階
の
議
員
総
会
室

で
。議

題
は
「
伊
丹
市
人
権
教
育
・
啓

発
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
の
見
直

し
に
つ
い
て
」。

定
員
１０
人
程
度
。
傍
聴
希
望
者
は

当
日
午
後
２
時
半
ま
で
に
直
接
、
会

場
へ
。希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
市
同
和
・
人
権
推
進
課
!

７８４
・

８
０
７
７
。

◆
第
２
回
博
物
館
協
議
会

１１
月
１８

日
㈭
午
前
１０
時
、
総
合
教
育
セ
ン
タ

ー
２
階
の
講
座
室
で
。

議
題
は
「
令
和
３
年
度
博
物
館
事

業
報
告
に
つ
い
て
」
な
ど
。

定
員
１０
人
。
傍
聴
希
望
者
は
当
日

午
前
９
時
半
ま
で
に
直
接
、
会
場

へ
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
博
物
館
!

７８３
・
０
５
８
２
。

◆
駐
車
場
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

市
民
委
員
を
募
集

市
は
、
市
役
所

と
保
健
セ
ン
タ
ー
内
の
駐
車
場
の
指

定
管
理
者
を
選
定
す
る
駐
車
場
指
定

管
理
者
選
定
委
員
会
の
委
員
１
人
を

次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
次
の
全
て
に
該
当

す
る
人
。

▽
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者
で

２０
歳
以
上
▽
本
市
の
他
の
審
議
会
な

ど
の
委
員
や
職
員
、
市
議
会
議
員
で

な
い
▽
利
害
関
係
が
な
い
▽
月
〜
金

曜
の
委
員
会
に
参
加
で
き
る
。

【
任
期
】
１１
月
下
旬
〜
来
年
３
月

３１
日
。
報
酬
あ
り
。

問
市
役
所
２
階
の
管
財
課
に
あ
る

応
募
用
紙
と
誓
約
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必

要
事
項
を
書
き
、「
今
後
の
駐
車
場

運
営
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」
と
題
し

た
小
論
文（
８００
字
以
内
）を
添
え
て
、

１１
月
１
〜
１２
日
に
直
接
か
郵
送
（
必

着
）
で
〒
６６４
・
８
５
０
３
伊
丹
市
役

所
管
財
課（
!

７８０
・
３
５
３
５
）へ
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
申

請
・
交
付

１１
月
１４
・
２８
日
、
１２
月

１２
・
２６
日
の
日
曜
午
前
９
時
〜
午
後

３
時
、
市
役
所
１
階
の
市
民
課
１
番

窓
口
で
。

◎
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約
・
申
し

込
み
は
お
早
め
に

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
の
予
約
・
申
し
込
み
は
１２
月
３１
日

ま
で
で
す
。

対
象
は
４
月
３０
日
ま
で
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
人
。

▽
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
ア
プ
リ
▽
市
役
所
１
階
の
市

民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
窓
口
―
―
な
ど

で
申
し
込
み
を
。

＊

＊

問
市
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当

!

７８４
・
８
１
２
１
。
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市
教
委
は
、
保
育
所
や
幼
稚
園
、

認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の
保
育
者
の
専

門
性
向
上
と
幼
小
連
携
の
推
進
、
関

係
各
市
と
の
情
報
共
有
を
目
的
に

「
伊
丹
市
幼
児
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
２
１
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
な
ど
は
次
の
通
り
。

【
日
時
】
１２
月
５
日
㈰
午
後
１

時
。【

会
場
】東
リ

い
た
み
ホ
ー
ル
。

【
内
容
】
▽
玉
川
大
教
授
の
大
豆

生
田
啓
友
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
▽

神
戸
大
准
教
授
の
北
野
幸
子
さ
ん
に

よ
る
講
演
▽
討
論
会
―
―
な
ど
。

【
対
象
・
定
員
】
幼
児
教
育
関
係

者
か
市
民
５００
人
。

無
料
。

)
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
５
階
の
幼

児
教
育
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
用
紙

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

１１
月
１５
日
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
７８０
・
２

４
８
９
か
Ｅ
メ
ー
ルy

o
u
ji

%ed
@
city
.ita
m
i.lg
.jp

で
同
セ
ン

タ
ー
（
!

７８０
・
２
４
８
８
）
へ
。
先

着
順
。

◆
在
日
外
国
人
就
学
補
助
金
を
支
給

市
教
委
は
、
在
日
外
国
人
学
校
に
在

学
す
る
児
童
な
ど
の
保
護
者
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
就
学
補

助
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
な
ど
は
次
の
通
り
。

【
対
象
】
市
内
在
住
で
、
在
日
外

国
人
学
校
（
小
・
中
学
校
相
当
）
に

在
学
す
る
外
国
人
児
童
な
ど
の
保
護

者
。【

支
給
額
】
８
万
５
千
円
。

問
市
教
委
学
事
課
!

７８４
・
８
０
８

６
。

◆
二
十
歳
の
祝
典
（
成
人
式
）
協
賛

企
業
を
募
集

市
教
委
は
、
来
年
１

月
１０
日
㈷
開
催
の
二
十
歳
の
祝
典

ウ

ェ

ブ

（
成
人
式
）
で
行
う
「
Ｗ
ｅ
ｂ
抽
選

会
」
で
協
賛
（
商
品
提
供
）
で
き
る

企
業
を
募
集
し
ま
す
。

協
賛
企
業
は
、
同
祝
典
の
配
布
冊

子
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
企
業
名
を

紹
介
し
ま
す
。

)
１１
月
３０
日
ま
で
に
電
話
で
市
教

委
こ
ど
も
若
者
企
画
課
!

７８４
・
８
１

６
７
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
下
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
読

み
取
り
可
）
か
ら

電
子
申
請
も
可
）
へ
。

伊
丹
広
３
面

１
１
０
１
０
３

井
❶
井
❷
井
❸
井
❹
尚
❺
尚
❻
井
❼
井
❽
井
❾
尚
10
尚

シ
リ
ー
ズ

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
②

子
育
て
を
通
し
て

部
落
問
題
に
背
を
向
け
ず
、
差

別
と
偏
見
を
な
く
す
た
め
に
語
り

続
け
た
軌
跡
を
３
回
連
載
し
ま
す
。

結
婚
し
て
子
ど
も
の
親
に
な
っ

た
と
き
、
私
の
よ
う
に
「
生
ま
れ

て
こ
な
い
方
が
良
か
っ
た
」
と
思

わ
せ
て
は
い
け
な
い
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

子
ど
も
に
は
何
の
責
任
も
な

い
。
し
か
し
「
部
落
差
別
」
が
い

ま
だ
に
な
く
な
っ
て
い
な
い
社
会

で
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に

は
、
現
実
か
ら
目
を
背
け
な
い
で
、

自
分
が
置
か
れ
て
い
る
立
場
を
自
覚

し
た
上
で
自
分
の
人
生
を
切
り
開
い

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
空
気
を
吸

う
が
ご
と
く
自
然
な
雰
囲
気
の
中
で

「
部
落
問
題
」
の
話
を
す
る
よ
う
心

掛
け
ま
し
た
。
上
の
子
が
小
学
２
年

生
の
時
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
同
和
研

修
で
結
婚
差
別
を
受
け
て
自
殺
し
た

女
性
の
話
を
聞
い
た
日
の
夜
、
そ
の

こ
と
を
子
ど
も
に
話
し
ま
し
た
。

「
お
母
さ
ん
、
泣
い
て
し
ま
っ
た
」

と
言
う
と
、
子
ど
も
は
「
な
ん
で
泣

い
た
ん
？
」
と
聞
い
た
の
で
「
悔
し

く
て
、
悲
し
く
て
…
」
と
言
う
と
、

「
お
母
さ
ん
、
泣
か
ん
で
い
い
よ
！

私
は
死
ん
だ
り
し
な
い
か
ら
、
死
ん

だ
ら
差
別
に
負
け
た
こ
と
に
な
る
か

ら
、
心
配
せ
ん
で
い
い
よ
」
と
言
っ

た
の
で
す
。
わ
が
子
に
励
ま
さ
れ
ま

し
た
。

差
別
や
偏
見
の
連
鎖
を
止
め
て
負

の
歴
史
を
変
え
て
い
く
に
は
、
当
事

者
が
声
を
上
げ
な
い
と
変
わ
ら
な
い

と
い
う
事
が
学
習
を
通
じ
て
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
親
の
願
い
を
受
け

て
、
節
目
ご
と
に
学
校
や
ク
ラ
ス
で

「
差
別
を
見
抜
き
、
差
別
を
し
な

い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
仲
間
づ

く
り
と
、
差
別
を
乗
り
越
え
て
い
け

る
真
の
教
育
（
わ
か
る
授
業
）
を
し

て
下
さ
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
部

落
差
別
と
闘
っ
て
い
る
地
域
の
人
た

ち
や
自
分
た
ち
の
生
活
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
で
立
場
宣
言
を
し
続
け
ま

し
た
。

私
も
子
ど
も
に
負
け
な
い
よ
う
に

と
「
摂
陽
小
学
校
保
護
者
と
教
師
の

会
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）」
の
委
員
、
役
員
を

務
め
、
あ
ら
ゆ
る
学
習
の
場
で
、
自

分
を
さ
ら
け
出
し
て
必
死
に
日
々
の

生
活
を
語
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最
初

の
頃
は
、
子
ど
も
の
話
を
す
る
と
涙

が
先
に
出
て
き
て
言
葉
に
な
ら
な
い

時
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
び
に
子

ど
も
に
負
け
て
い
る
と
自
分
を
奮
い

立
た
せ
て
き
ま
し
た
。

（
人
権
教
育
指
導
員

田
中
章
子
）

使い道いろいろ

ふるさと寄附
ふるさと寄附は、生まれ育った自治体などに寄附を行い、ま
ちづくりに参加することができる制度です。
寄附をした人は、税の控除が受けられます。
市内在住の人には返礼品はありませんが、寄附の使い道を安
全・安心なまちづくりや新型コロナウイルス感染症対策などの
中から選択できます。
ふるさと寄附への協力をお願いします。詳しく
は市ホームページ（二次元コードから読み取り可）
から確認を。
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